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一
　
目

的

　
小
稿
の
目
的
は
、
東
大
寺
領
越
中
國
新
川
郡
大
藪
荘
と
善
部
荘
に
つ
い
て

基
本
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
越
前
国
・
越
中
国
の
東
大
寺
領
の
分
析
は
B
本
古
代
史
・
日
本
歴
史
地
理

学
の
研
究
史
上
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
越
前
国
・
越
中

国
の
東
大
寺
領
は
、
八
世
紀
の
荘
園
図
を
数
多
く
伝
え
て
い
る
こ
と
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
大
藪
荘
と
五
部
荘
の
丹
荘
に
つ
い
て
は
、

研
究
上
ま
ず
必
要
な
、
荘
園
図
の
現
地
比
定
そ
の
も
の
が
確
定
し
て
い
な
い
。

こ
の
二
荘
を
除
け
ば
、
所
在
地
が
い
ま
だ
に
不
明
で
あ
る
と
い
っ
た
例
は
な

い
。
こ
の
状
況
は
、
丈
部
分
の
荘
園
図
の
表
現
そ
の
も
の
に
問
題
を
含
ん
で

い
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
新
川
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
の
復
原
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
も
研
究
は
行

わ
れ
て
き
た
が
、
個
別
の
対
象
に
関
心
が
上
申
し
て
き
た
こ
と
に
も
、
現
地

比
定
が
確
立
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
端
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
小
稿
で
は
、
越
前
国
・
越
中
国
の
古
代
荘
園
図
全
体
を
改
め
て
見
渡
し
た

う
え
で
検
討
を
進
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
図
の
表
現
法
や
精
度

お
よ
び
署
名
の
在
り
方
を
概
観
し
、
荘
園
図
群
と
し
て
の
共
通
性
を
確
認
す

る
。
特
に
そ
の
際
、
半
平
比
定
の
手
掛
か
り
と
な
る
地
形
表
現
の
特
徴
を
指

摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
当
該
の
二
荘
の
現
地
比
定
を
新
た
に
行
い
、
そ
の
結

果
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
二
荘
が
概
か
れ
た
場
所
の
地
形
環
境
や
周
辺
地
域
の

中
で
の
位
置
づ
け
を
警
巡
と
し
て
、
当
時
の
地
域
の
構
造
に
も
若
干
の
検
討

を
及
ぼ
し
た
い
。

　
な
お
、
東
大
寺
は
多
数
の
荘
園
図
を
伝
え
て
お
り
、
正
倉
院
宝
物
と
し
て

多
く
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
奈
良
国
立
博
物
館
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
い
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
会
議
『
日
本
荘
園
絵
図
雲
影
騙
と
い
う
優
れ

た
史
料
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
必
要
の
な
い
限
り
逐
一
注
記
し

な
い
が
、
そ
の
掲
載
写
真
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
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き
た
い
。

　
①
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
～
上
東
日
本
三
東
京
大

　
　
学
嵩
版
会
、
一
九
九
五
年
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
藍
田
『
目
本
荘
園
絵
図
聚
影
一

　
　
下
　
東
日
本
二
㎞
東
京
大
学
鐵
版
会
、
一
九
九
六
年
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

　
　
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
　
釈
文
編
一
古
代
輪
東
京
大
学
韻
二
会
、
二
〇
〇
七
年
。

　
　
　
　
　
　
二
　
東
大
寺
領
北
陸
諸
国
荘
園
図
の
性
格
と
表
現

　
東
大
寺
が
四
、
○
○
○
町
も
の
墾
田
所
有
枠
を
確
保
し
た
の
は
、
天
平
勝

宝
元
年
（
七
四
九
）
、
大
仏
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
の
は
天
平
勝
宝
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
七
五
二
V
で
あ
っ
た
。

　
荘
園
図
の
多
く
が
こ
の
時
期
に
関
わ
り
、
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
か

け
て
の
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
北
陸
の
越
前
国
、
越
中
国
と
、
そ
こ
へ
の
実

質
的
ル
ー
ト
上
の
近
江
国
に
関
わ
る
荘
園
図
を
、
ま
ず
年
次
別
に
列
挙
し
て

み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
一
〇
月
某
日
付

　
「
近
江
国
水
沼
村
墾
田
地
図
」
と
「
近
江
国
覇
流
星
墾
田
地
図
」
が
天
平

勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
の
年
紀
を
持
ち
、
東
大
寺
領
荘
園
図
の
中
で
は
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
地
図
で
あ
る
。
日
付
は
佐
藤
泰
弘
に
従
っ
た
。
両
図
は
近
江
国
司
解
と
～

連
の
も
の
で
、
両
図
と
も
に
一
枚
の
麻
布
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

荘
園
図
に
は
、
い
ず
れ
も
東
西
に
長
い
長
方
形
で
あ
る
も
の
の
、
条
里
プ
ラ

ン
に
合
致
す
る
旧
格
が
描
か
れ
て
お
り
、
各
方
格
に
は
、
「
○
条
○
黒
〇
＋

小
字
地
名
的
名
称
＋
面
積
」
の
形
と
な
る
条
里
呼
称
の
記
入
が
あ
る
。
水
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

村
は
、
犬
上
郡
の
犬
上
川
扇
状
地
に
お
け
る
段
丘
化
し
た
扇
側
部
に
、
覇
流

村
は
犬
上
郡
と
愛
知
郡
に
わ
た
っ
た
琵
琶
湖
岸
の
三
三
と
荒
神
山
に
囲
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
低
湿
地
（
現
在
半
分
は
曽
根
沼
、
半
分
は
干
拓
地
）
に
立
地
し
て
い
た
。

②
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
一
一
月
…
四
日
付

　
翠
黛
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
付
の
も
の
が
七
点
存
在
す
る
。

　
射
水
郡
根
田
開
田
地
図
、

　
同
郡
須
加
開
田
地
図

　
同
郡
鳴
戸
開
田
地
図
、

　
新
川
郡
大
藪
開
田
地
図
、

　
同
郡
丈
部
開
田
地
図
、

　
礪
波
郡
伊
加
流
伎
開
田
地
図
、

　
同
郡
石
粟
村
宮
施
入
田
地
図

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
同
日
付
で
あ
り
、
署
名
は
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

竿
使
　
小
橋
公
「
石
正
」

造
寺
二
宮
　
上
毛
野
鶴
「
真
人
」
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知
墾
田
地
道
僧
「
承
天
」

佐
官
法
師
「
平
栄
」

都
維
那
僧
「
仙
主
」

　
国
司

　
守
　
王
朝
集
使

　
介
栗
田
朝
臣
二
男
玉
」

　
員
外
介
　
B
下
部
宿
祢
在
京

　
橡
　
一
二
島
県
主
「
宗
麻
呂
」

　
目
　
小
野
朝
臣
翠
帳
使

　
「
　
」
が
署
名
で
あ
り
、
国
司
は
朝
集
使
・
大
帳
使
・
在
京
の
場
合
以
外

が
署
名
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
者
の
石
粟
村
は
、
「
奈
良
麻
呂
地
」
と
記
さ
れ
た
没
宮
地
が
東
大
寺

に
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
荘
園
図
も
他
の
六
点
と
系
譜
が
異
な
る
。
署

名
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

僧
「
朗
賢
」

都
維
那
僧
「
仙
主
」

（
佐
宮
法
師
）
「
平
栄
」

（
国
司
）

守
　
王
朝
集
使

（
介
）
　
栗
田
朝
臣
「
男
玉
扁

員
外
介
　
日
下
部
宿
祢
在
京

橡
　
一
二
島
県
主
「
宗
麻
呂
」

目
　
小
野
朝
臣
大
帳
使

　
（
）
内
は
推
定
で
あ
る
が
、
僧
朗
賢
以
外
は
先
の
六
点
と
す
べ
て
同
一

人
物
で
あ
る
。

　
天
平
宝
字
三
年
に
は
さ
ら
に
、
前
掲
の
越
中
国
の
例
の
ほ
か
に
、
＝
一
月

三
日
付
の
「
越
前
国
足
羽
郡
糞
置
村
開
田
地
図
」
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
署

名
状
況
で
あ
っ
た
。

軍
使
　
小
橋
公
「
石
正
」

造
寺
判
官
　
上
毛
野
羊
「
真
人
」

知
墾
田
地
道
僧
「
承
天
」

都
維
那
僧
「
仙
主
扁

佐
官
法
師
「
平
栄
扁

国
司

守
　
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
集
使
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介
　
阿
部
朝
臣
「
広
入
偏

員
外
介
　
長
野
連
在
京

橡
　
平
群
朝
臣
「
虫
麻
呂
」

大
目
　
阿
部
朝
臣
入
部
内

少
目
　
上
毛
野
宝
玉

　
国
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
国
司
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
東
大

寺
側
の
人
物
は
越
中
国
の
石
粟
田
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。

　
こ
の
糞
置
村
開
田
地
図
は
、
郡
を
四
象
限
に
分
割
し
た
よ
う
な
条
里
プ
ラ

ン
か
ら
な
る
越
前
国
の
条
里
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
「
足
羽
郡
西
南
」
部
の
第

三
象
限
に
栢
当
す
る
部
分
を
表
現
し
て
い
る
。
同
量
は
、
そ
の
さ
ら
に
南
東

隅
に
お
け
る
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
谷
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
「
動

谷
里
」
（
現
在
の
帆
谷
付
近
）
と
「
大
谷
里
」
（
現
在
の
二
上
付
近
）
と
名
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

け
ら
れ
た
、
小
さ
な
二
つ
の
谷
か
ら
な
る
。

　
越
前
国
の
場
合
と
同
様
に
越
申
国
の
東
大
寺
荘
園
の
多
く
も
、
僧
平
栄
の

天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
年
）
の
来
訪
に
か
か
わ
る
設
定
で
あ
っ
た
。
こ
の

際
、
越
中
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
に
饗
応
さ
れ
た
こ
と
が
『
万
葉
集
繍
巻
一

八
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
天
平
感
宝
元
年
五
月
五
日
、
東
大
寺
の
隠
男
地

使
の
僧
平
二
等
を
饗
す
。
時
に
上
大
伴
家
持
の
、
酒
を
僧
に
送
る
歌
一
首
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
い
う
詞
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
天
平
勝
宝
元
年
に
荘
園
設
定
に
や
っ
て
き
た
平
栄
生
は
、
天
平
宝
字
三
年

に
再
度
訪
れ
た
と
み
ら
れ
、
越
中
国
に
お
け
る
　
行
の
竿
使
な
い
し
僧
の
署

名
の
す
べ
て
が
十
一
月
十
四
日
付
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
越
前
國
の
糞
置

村
の
場
合
の
＝
…
月
三
β
よ
り
、
二
〇
日
間
ほ
ど
早
い
日
付
で
あ
る
。
同
時

に
名
前
を
連
ね
て
い
る
国
司
達
が
、
「
朝
集
使
」
あ
る
い
は
「
在
京
」
な
ど

と
職
務
な
ど
で
国
府
に
不
在
の
場
合
に
は
署
名
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
僧
及
び
国
司
達
は
国
府
で
署
名
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
と
す
れ
ば
東
大
寿
僧
一
行
は
越
中
国
府
で
署
名
の
後
、
ほ
ど
な
く
越

前
国
府
で
も
同
様
に
署
名
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
石
弾
村
官
施
入
田
地
図
だ
け
は
、
奈
良
麻
呂
の
没
宮
地
を
天
平
宝
字
元
年

（
七
五
七
）
に
勅
施
撮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
系
譜
が
異
な
り
、
そ
の
位
置
に

僧
「
朗
賢
」
等
の
自
署
が
あ
る
。
た
だ
し
署
名
の
日
付
は
、
越
中
国
の
ほ
か

の
荘
園
図
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
国
司
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、

在
任
国
司
で
署
名
し
て
い
る
の
も
、
ま
っ
た
く
同
一
の
人
物
で
あ
る
。

　
こ
の
六
点
の
う
ち
濠
州
郡
大
藪
と
礪
波
郡
伊
極
流
伎
の
二
点
の
開
田
地
図

に
は
、
碁
盤
目
の
弱
電
は
描
か
れ
て
い
る
が
条
里
呼
称
の
表
現
は
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、
残
り
の
四
点
は
、
例
え
ば
「
五
七
條
里
…
田
上
五
三
行
三
野
田

二
段
」
、
な
ど
と
、
越
中
国
の
特
徴
的
な
条
里
呼
称
に
よ
る
標
記
を
し
て
い

る
。
条
里
呼
称
の
表
現
の
な
い
二
点
の
場
合
す
べ
て
門
未
開
」
で
あ
り
、
標

記
す
べ
き
対
象
が
な
か
っ
た
こ
と
が
条
里
呼
称
の
標
記
の
な
い
理
由
で
あ
っ
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⑦

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
射
水
郡
と
礪
波
郡
の
荘
園
図
に
つ
い
て
は
す
で
に
現
地
比
定
を
行
っ
た
。

条
里
呼
称
の
記
入
の
な
い
脊
髄
流
下
開
田
地
図
を
含
め
天
平
宝
字
三
年
の
荘

園
図
が
す
べ
て
、
か
な
り
正
確
な
地
形
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
目
し
て

お
き
た
い
。

③
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
一
〇
月
二
～
日
付

　
同
日
付
の
荘
園
図
が
三
点
所
在
す
る
。
い
ず
れ
も
同
年
の
越
前
国
司
解
に

関
連
す
る
が
、
個
別
の
荘
園
図
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
越
前
国
坂
井
郡
高
串
村
東
大
寺
大
修
多
羅
供
分
田
地
図
」
は
西
側
に

「
岡
」
列
を
絵
画
的
に
描
き
、
東
側
に
は
染
様
に
「
振
方
江
」
を
描
い
て
い

る
。
両
者
の
問
に
方
格
を
描
き
、
い
く
つ
か
の
区
画
に
条
里
呼
称
と
小
字
地

名
的
名
称
に
よ
っ
て
、
計
六
町
の
寺
田
と
「
葦
原
」
を
標
記
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
の
寺
田
は
既
墾
の
「
見
開
田
扁
で
あ
り
、
田
と
葦
原
の
所
在
地
は
、

現
在
の
福
井
市
白
方
付
近
の
三
里
浜
砂
丘
と
そ
の
東
側
の
水
田
お
よ
び
畑
地

地
帯
に
相
当
す
る
。
付
近
一
帯
に
は
、
か
つ
て
低
湿
地
や
湖
沼
が
多
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　
「
越
前
国
足
羽
郡
道
守
村
開
田
地
図
」
の
場
合
は
、
一
・
五
x
ニ
メ
ー
ト

ル
に
近
い
大
き
な
地
図
で
あ
る
。
東
側
を
「
木
山
」
「
寒
江
山
」
「
船
越
山
」

「
黒
前
山
」
の
山
々
（
現
在
の
足
羽
山
・
兎
越
山
）
、
西
を
「
味
間
川
（
現

在
の
日
野
川
ご
、
北
側
を
「
生
江
川
（
現
在
の
足
羽
用
）
」
に
限
ら
れ
た
範

囲
で
あ
り
、
南
東
か
ら
二
本
の
溝
（
一
本
は
寒
江
に
流
入
（
「
長
一
千
七
百
漏

余
丈
、
一
本
は
「
寺
溝
」
）
が
入
り
、
分
流
し
つ
つ
北
西
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。
黒
前
山
の
南
に
「
柏
沼
」
が
あ
り
、
中
央
西
側
に
は
「
上
味
岡
」

「
下
味
岡
」
が
あ
る
。
条
里
プ
ラ
ン
の
細
部
に
つ
い
て
若
干
の
問
題
は
あ
る

が
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
足
羽
川
と
日
野
川
の
合
流
点
付
近
～
帯
で
あ

⑨
る
。　

「
越
前
国
足
羽
郡
型
置
村
開
田
地
図
」
は
、
前
掲
の
天
平
宝
字
三
年
の
開

田
地
図
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
を
描
い
て
い
る
が
山
の
表
現
法
に
違
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
い

ず
れ
も
現
地
の
地
形
の
印
象
を
き
わ
め
て
良
く
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
確
認

し
て
お
き
た
い
。

④
神
護
景
雲
発
年
（
七
六
七
）
一
一
月
一
六
日
付

　
同
年
の
荘
園
図
は
、
断
簡
等
を
除
け
ば
次
の
七
点
で
あ
り
、

中
国
の
も
の
で
、
一
連
の
麻
布
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
礪
波
郡
井
山
村
墾
田
地
図

　
同
郡
伊
加
留
伎
村
墾
田
地
図

　
同
町
杵
名
虚
無
墾
田
地
図

　
射
水
郡
須
加
村
墾
田
地
図

す
べ
て
が
越
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同
郡
鳴
戸
村
墾
田
地
図

　
同
郡
鹿
田
村
墾
田
地
図

　
新
川
郡
大
荊
村
墾
田
地
図

　
い
ず
れ
も
同
一
の
日
付
で
あ
る
が
、
礪
波
郡
の
井
山
村
と
伊
加
留
伎
村
に

つ
い
て
は
、
「
礪
波
郡
副
擬
主
帳
蝦
部
公
『
諸
木
臨
」
と
「
専
当
国
司
員
外
介

利
波
臣
『
志
留
志
臨
」
が
署
名
し
、
同
郡
杵
名
蛭
村
と
、
射
水
郡
の
須
加
村

お
よ
び
鳴
戸
村
に
つ
い
て
は
「
僧
『
明
典
騙
」
と
「
田
使
導
燈
満
点
僧
『
憬

寵
』
」
と
利
波
臣
志
留
出
が
署
名
し
て
い
る
。
礪
波
郡
の
杵
名
蛭
村
墾
田
地

図
が
、
射
水
郡
の
須
加
村
・
鳴
戸
村
墾
田
地
図
と
同
じ
署
名
者
で
あ
る
の
は
、

杵
名
品
村
が
礪
波
郡
北
端
で
射
水
郡
と
接
す
る
位
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
か
か

わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
鳴
戸
村
と
須
加
村
の
墾
田
地
図
に
つ

い
て
は
、
地
形
の
認
識
と
表
現
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
が
、
そ
れ
以
外
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

　
射
水
郡
鹿
田
村
に
つ
い
て
は
、
「
田
園
住
位
僧
職
機
）
善
憶
と
「
僧

『
皆
具
舳
」
「
専
当
国
司
員
外
介
利
波
臣
『
志
留
志
騙
」
が
、
署
名
し
て
い
る
。

　
新
川
郡
大
身
村
に
つ
い
て
は
「
田
使
『
僧
實
折
農
」
と
「
専
当
国
司
員
外

介
苛
波
臣
『
在
留
志
下
」
が
署
名
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
改
め
て

同
日
の
日
付
と
国
司
達
の
署
名
が
あ
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。

（
国
）
司

　
守
（
佐
）
伯
宿
祢
朝
集
使

　
介
（
国
）
見
真
人
「
安
曇
」

　
員
外
介
利
波
臣
咽
志
留
志
漏

　
橡
若
桜
部
朝
臣
『
梗
麻
呂
』

　
員
外
藻
岩
忌
寸
璽
…
人
』

　
員
外

　
目
阿
補
講
在
京

　
と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
、
国
府
在
任
の
国
司
達
が
署
名
し
て
い
る
こ
と
は

天
平
宝
字
三
年
の
荘
園
図
な
ど
と
同
様
で
あ
る
が
、
利
器
臣
志
留
男
が
同
日

付
で
再
び
署
名
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
署
名
は
、
同
日
付
の

七
点
が
同
一
の
麻
布
に
一
連
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
か
か
わ
る
と
み

ら
れ
る
。
一
連
の
荘
園
図
群
の
最
末
尾
に
お
け
る
総
括
的
署
名
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
同
一
年
次
の
荘
園
図
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
毎
に
表
現
法
や
精

度
に
つ
い
て
の
類
似
性
が
高
く
、
ま
た
署
名
厳
暑
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
同
一
の
手
続
き
を
経
て
作
製
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
特
に

天
平
宝
字
三
年
の
荘
園
図
群
の
地
形
表
現
の
精
度
が
高
い
こ
と
、
ま
た
神
護

景
雲
元
年
の
荘
園
図
群
の
地
形
表
現
に
は
問
題
を
含
む
例
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
検
討
対
象
の
越
中
国
新

川
郡
の
二
荘
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
年
次
の
荘
園
図
群
に
含
ま
れ
る
か
ら
で
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あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
荘
園
図
は
い
ず
れ
も
、
条
里
プ
ラ
ン
を
表
現
し
て

い
る
。
こ
の
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
に
至
っ
た
時
期
は
、
お
そ
く
と
も
条
里
プ

ラ
ン
を
表
現
し
た
荘
園
図
が
描
か
れ
た
年
次
よ
り
前
の
班
年
、
す
な
わ
ち
班

田
図
が
作
成
さ
れ
た
年
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
近
江
国

で
は
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
、
越
前
国
・
越
中
国
で
は
天
平
勝
宝
七
歳

（
七
五
五
）
と
な
る
。

　
ほ
か
に
山
城
国
、
尾
張
国
で
は
天
平
一
四
年
（
七
四
二
）
、
伊
賀
国
で
は

天
平
二
〇
年
、
摂
津
国
で
は
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
、
讃
岐
国
で
は
天

平
宝
字
六
年
の
班
年
と
、
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
和
国
で
は
、
天
平

神
護
元
年
（
七
六
七
）
に
見
ら
れ
る
条
里
呼
称
は
特
殊
な
様
式
で
あ
り
、
宝

亀
八
年
（
七
七
七
）
に
完
成
し
た
形
が
見
ら
れ
る
。
後
世
に
広
く
展
開
し
た

条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
を
、
こ
の
間
の
歴
年
と
す
れ
ば
、
大
和
国
で
は
宝
亀
四

　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
（
七
七
三
）
と
な
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
条
里
プ
ラ
ン
は
、
荘
園
図
の
現
地
比
定
の
際
に
極
め
て

重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
荘
園
図
に
描
か
れ
た
山
や
川
な
ど
の

地
形
の
状
況
も
、
重
要
で
あ
っ
た
。
八
世
紀
か
ら
で
は
変
動
が
少
な
い
山
の

表
現
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
重
要
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
変
化
が
相

対
的
に
大
き
い
と
み
ら
れ
る
水
流
の
表
現
も
、
水
流
の
方
向
と
位
置
の
傾
向

を
表
現
す
る
点
で
は
、
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。
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例
え
ば
射
水
郡
の
諸
荘
園
図
に
は
図
1
の
よ
う
な
何
ら
か
の
水
流
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
、
図
2
の
よ
う
に
旧
版
の
地
形
図

に
見
ら
れ
る
河
道
な
ど
と
荘
園
図
に
表
現
さ
れ
た
水
流
の
パ
タ
ー
ン
が
、
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
ん
ど
の
場
合
一
致
し
た
。
特
に
、
天
平
宝
字
三
年
図
は
正
確
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

神
護
景
雲
図
に
つ
い
て
問
題
の
あ
る
須
加
村
に
つ
い
て
は
前
書
で
ふ
れ
た
の

で
繰
り
返
さ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
平
野
に
お
け
る
地
形
の
基
本
形
は
、
旧
河

道
な
ど
の
痕
跡
を
残
さ
ず
に
、
全
面
的
に
変
化
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
水
流
パ
タ
ー
ン
が
一
つ
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
越
前
・
越
中
の
多
く
の
荘
園
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に

現
地
比
定
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
川
郡
の
大
藪
開
田
地
図
と

大
荊
村
墾
田
地
図
及
び
丈
部
開
田
地
図
に
つ
い
て
は
、
現
地
比
定
案
は
あ
る

も
の
の
、
本
郷
真
紹
が
大
藪
荘
の
現
地
比
定
案
に
つ
い
て
、
「
最
も
不
安
と

な
る
点
は
、
荘
園
図
に
記
さ
れ
た
河
川
の
流
路
の
問
題
で
あ
る
」
、
あ
る
い

は
「
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
散
布
し
な
い
帯
状
の
地
区
を
（
中
略
）
旧
河
道
と
推

定
す
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
推
論
で
」
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
じ
ょ
う

べ
の
ま
遺
跡
の
発
掘
成
果
も
丈
鞘
組
所
在
を
確
定
す
る
だ
け
の
十
分
な
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
は
言
い
難
」
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
疑
問
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
新
た
な
試
案
を
得
た
の
で
、
小
稿
で
は
そ
の
説
明
を

試
み
た
い
。

①
隅
累
日
本
紀
㎞
天
平
勝
宝
元
年
七
月
；
百
条
、
同
四
年
四
月
九
日
条
。

②
佐
藤
泰
弘
門
近
江
国
水
沼
村
墾
田
地
図
」
、
金
田
牽
裕
・
石
上
英
丁
鎌
田
元

　
一
・
栄
原
永
遠
男
編
畷
日
本
古
代
荘
園
図
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
。

③
　
同
前
。

④
片
平
博
文
門
近
江
国
覇
流
村
墾
田
地
図
扁
金
田
章
裕
・
石
上
英
丁
鎌
田
元

　
一
・
栄
原
永
遠
男
編
『
日
本
古
代
荘
園
國
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
。

⑤
金
田
章
裕
「
古
代
荘
園
図
の
景
観
表
現
」
、
金
田
『
古
代
荘
園
図
と
景
観
隔
東

　
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
九
八
年
。

⑥
『
万
葉
集
』
巻
～
八
、
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
）
。

⑦
金
田
、
前
掲
⑤
。

⑧
金
田
章
裕
「
越
前
国
坂
井
郡
高
串
村
東
大
寺
大
修
多
羅
供
分
田
地
図
」
、
金
田

　
『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

⑨
金
田
章
裕
「
越
前
国
足
羽
郡
道
守
村
開
田
地
図
」
、
金
田
『
古
代
日
本
の
景
観
駈

　
吉
廻
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

⑩
金
田
章
裕
「
越
前
国
足
羽
郡
糞
垂
村
開
田
地
図
」
、
金
田
『
古
代
日
本
の
景
観
㎞

　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

⑪
金
田
章
裕
「
越
中
国
射
水
郡
東
大
寺
領
荘
園
図
」
、
金
田
『
古
代
荘
園
図
と
景

　
観
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。

⑫
金
田
章
裕
「
東
大
寺
領
荘
園
と
条
里
プ
ラ
ン
漏
、
G
B
S
実
行
委
員
会
編
欄
論

　
集
　
仏
教
文
化
遺
産
の
継
承
』
東
大
寺
、
二
〇
一
五
年
。

⑬
金
田
、
前
掲
⑤
。

⑭
金
田
、
前
掲
⑤
。

⑮
本
郷
真
紹
「
越
中
国
新
川
郡
大
藪
開
田
地
図
・
大
男
村
墾
田
地
図
扁
、
岡
懲
越

　
中
国
新
川
郡
丈
部
開
田
地
図
」
、
金
田
章
裕
・
石
上
英
一
・
鎌
田
元
一
・
栄
原
永

　
遠
男
編
『
日
本
古
代
荘
園
図
睡
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
。
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三
　
大
藪
開
田
地
図

　
　
三
部
開
田
地
図

（
大
荊
村
墾
田
地
図
）
と

　
天
平
宝
字
三
年
の
大
藪
開
田
地
図
に
は
、
条
里
プ
ラ
ン
の
方
格
は
表
現
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
条
里
呼
称
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
す
で
に
紹
介

し
た
。
し
か
し
、
方
向
が
記
入
さ
れ
、
東
端
に
「
梶
波
川
」
、
西
端
に
「
横

江
川
」
が
ほ
ぼ
二
里
間
隔
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
横
江
川
が
中
央
部
付
近

で
大
き
く
北
東
方
へ
湾
曲
し
て
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
北
西
隅
の

方
格
外
に
「
辛
女
川
」
が
北
東
…
南
西
方
向
に
湾
曲
し
て
流
れ
て
い
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
概
要
は
図
3
の
如
く
で
あ
る
が
、
他
に
北
東
方
の

辛
女
川
北
岸
に
「
鹿
墓
機
軸
、
南
洒
方
の
方
格
外
に
「
大
江
辺
墓
扁
の
文
字

が
標
記
さ
れ
て
い
る
。

　
神
護
景
雲
元
年
の
大
型
村
墾
田
地
図
で
は
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
が
描
か
れ
、

「
十
条
路
田
藤
里
」
「
三
宅
里
」
、
「
十
一
条
路
田
里
」
「
三
宅
里
」
「
大
古
家

里
」
の
国
名
と
、
南
東
隅
に
＝
行
一
」
坊
が
始
ま
り
西
へ
数
え
進
む

「
行
」
列
と
、
北
へ
数
え
進
む
坊
か
ら
な
る
坪
（
坊
）
並
が
記
入
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
十
～
条
路
田
里
北
東
隅
に
「
庄
所
」
、
同
三
宅
里
の
北
東
隅

に
円
形
の
四
分
の
一
ほ
ど
の
「
古
川
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
藪
（
荊
）
荘
に
つ
い
て
、
石
原
与
作
は
大
江
辺
墓
に
注
目
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
を
稚
児
塚
と
考
え
、
荘
域
を
立
山
町
泉
付
近
に
比
定
し
た
。
宇
野
隆
夫
は

こ
の
比
定
地
付
近
の
遺
物
散
布
の
状
況
か
ら
石
原
案
を
妥
当
と
し
、
遺
物
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

布
が
少
な
い
と
こ
ろ
に
旧
河
道
を
推
定
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
本
郷
真
紹

は
前
述
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
旧
河
道
の
問
題
点
の
ほ
か
、
稚
児

塚
へ
の
大
江
辺
墓
の
比
定
と
宇
野
に
よ
る
旧
河
道
の
想
定
の
い
ず
れ
に
も
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
を
し
て
い
る
。

　
一
方
、
天
平
宝
字
三
年
二
部
開
田
地
図
の
概
要
は
図
4
の
如
く
で
あ
る
。

同
図
に
は
、
条
里
プ
ラ
ン
の
方
格
が
描
か
れ
、
里
名
と
坪
並
み
か
ら
な
る
条

里
呼
称
お
よ
び
方
向
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
門
十
三
条
幡
手
里
」
「
十
六
条
大

田
里
」
「
十
六
条
酒
元
勲
」
の
一
瓢
か
里
の
里
名
が
東
西
に
な
ら
ん
で
記
入
さ

れ
て
い
る
。
記
入
さ
れ
た
坪
（
坊
）
並
は
、
南
東
隅
に
＝
行
＝
坊
が
始

ま
り
西
へ
数
え
進
む
「
行
」
と
、
北
へ
数
え
進
む
様
式
で
あ
り
、
越
中
国
の

他
郡
と
等
し
い
。
さ
ら
に
、
十
三
条
幡
乎
里
の
里
外
の
北
西
方
に
、
「
味
当

社
」
「
味
野
村
古
郡
所
」
「
忌
避
三
町
」
と
記
入
さ
れ
た
不
整
形
な
囲
い
込
み

が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
本
の
水
流
と
お
ぼ
し
き
線
が
北
西
…
南
東
方

向
に
描
か
れ
、
北
東
側
か
ら
「
高
子
溝
」
「
溝
」
「
高
市
溝
」
と
記
入
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
丈
部
溝
の
文
字
の
関
北
東
岸
側
に
、
「
索
溝
客
受
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
表
現
の
う
ち
、
東
西
に
隣
接
す
る
里
が
＝
二
、
｝
六
、
一
六
条

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
も
こ

の
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
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④

　
さ
て
、
こ
の
丈
部
荘
に
つ
い
て
も
石
原
が
ま
ず
比
定
案
を
示
し
た
。
丈
部

開
田
地
図
に
あ
る
味
当
社
を
、
『
延
喜
式
』
所
載
の
櫟
原
神
社
と
考
え
、
滑

川
市
街
付
近
に
比
定
す
る
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
案
と
は
別
に
奥
田
新
作
は
、

入
善
町
で
発
見
さ
れ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
「
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
」
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

近
に
比
定
す
る
案
を
示
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
藤
井
＝
一
の
基
本
的
な

　
　
　
　
　
⑥

賛
同
も
あ
っ
た
が
、
石
原
は
こ
れ
に
対
し
、
若
干
の
自
説
変
更
を
行
っ
て
こ

れ
に
反
対
し
た
。
中
山
有
志
は
さ
ら
に
、
先
に
述
べ
た
条
の
記
載
の
疑
問
に

か
か
わ
る
試
案
を
提
示
し
た
。
中
山
案
は
、
「
十
三
条
幡
手
里
」
「
十
六
条
大

田
里
」
「
十
六
条
酒
元
里
」
そ
れ
ぞ
れ
の
里
ご
と
の
原
図
の
存
在
を
想
定
し

て
、
そ
の
錯
簡
に
よ
っ
て
不
自
然
な
里
の
配
列
と
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ

⑦
る
。　

一
方
、
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
　
釈
文
編
一
古
代
』
は
、
「
十
三
条
」
を
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

六
条
の
誤
記
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
東
西
に
な
ら
ぶ
三
か
里
が

す
べ
て
十
六
条
と
な
り
、
越
中
国
の
下
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
と
異
な
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
、
坪
並
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
様
式
・
方
向
と
も
に
越

中
国
の
他
郡
と
同
様
で
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
方
位
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
説

に
従
っ
て
す
べ
て
が
一
六
条
と
し
、
他
郡
と
同
様
の
条
里
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
坪
並
・
方
位
の
記
載
も
す
べ
て
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　
①
石
原
与
作
「
東
大
寺
領
新
川
郡
大
藪
庄
と
丈
部
庄
」
『
越
中
史
壇
』
七
、
一
九
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五
六
年
。
同
「
東
大
寺
領
新
川
郡
大
藪
庄
と
田
部
庄
（
其
の
二
）
」
噸
富
山
県
地
学

　
地
理
学
研
究
論
集
一
五
、
一
九
七
一
年
。

②
宇
野
隆
夫
「
東
大
寺
領
大
荊
荘
を
め
ぐ
っ
て
」
『
立
山
町
埋
蔵
文
化
財
分
布
調

　
凶
報
皆
W
』
（
～
九
八
八
年
度
）
立
山
町
教
育
委
員
会
、
～
九
八
九
年
。

③
本
郷
真
紹
「
越
中
国
許
川
郡
大
藪
開
田
地
図
・
大
荊
村
墾
田
地
図
」
、
金
田
章

　
裕
・
石
上
英
一
・
鎌
田
元
一
・
栄
原
永
遠
男
編
㎎
日
本
古
代
荘
園
図
』
東
京
大
学

　
出
版
会
、
　
一
九
九
六
年
。

④
　
石
原
、
前
掲
①
。

⑥
奥
田
新
作
「
新
州
東
部
の
諸
荘
園
と
じ
ょ
う
べ
の
ま
漏
『
富
山
書
壇
㎞
五
六
・

　
五
七
、
一
、
九
七
三
年
。

⑥
藤
井
＝
一
「
国
指
定
史
跡
“
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
”
と
寺
領
荘
園
」
『
日
本
海

　
地
域
史
研
究
』
八
、
～
九
八
八
年
。

⑦
中
山
有
志
「
越
中
国
薪
川
郡
の
条
里
遺
構
と
二
、
三
の
考
察
偏
噸
越
中
史
壇
㎞

　
二
〇
、
一
九
六
〇
年
。

⑧
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
～
古
代
㎞
東
京
大

　
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。

四

大
藪
開
田
地
図
（
大
回
村
墾
田
地
図
）

丈
部
開
田
地
図
の
現
地
比
定

と

　
こ
れ
ま
で
の
比
定
案
に
は
、
「
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
」
と
の
関
連
を
想
定

す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
荘
園
図
の
方
格
外
に
表
現
さ
れ
た
大
江
辺

墓
な
い
し
味
当
社
の
比
定
を
軸
と
し
た
現
地
比
定
案
を
中
心
に
展
開
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
は
荘
園
図
の
表
現
の
一
部
を
利
用
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

八
世
紀
の
荘
園
図
の
基
本
的
性
格
を
十
分
野
考
慮
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ

の
基
本
的
性
格
と
は
、
山
や
川
・
溝
な
ど
の
地
形
表
現
が
い
ず
れ
も
現
地
の

印
象
を
よ
く
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
藪
（
大
雨
村
）
と
丈
部
の
荘
園
図

の
場
合
、
描
か
れ
た
川
や
溝
の
表
現
が
基
本
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
が

～
つ
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
既
往
の
比
定
案
が
付
近
の
川
と
合
致
し
な
い
こ
と

は
す
で
に
本
郷
の
指
摘
に
あ
る
。
し
か
も
、
射
水
郡
や
礪
波
郡
の
荘
園
図
の

川
や
溝
の
表
現
が
、
現
地
の
旧
版
地
形
図
に
見
ら
れ
る
水
流
の
パ
タ
ー
ン
と

よ
く
合
致
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
図
1
と
図
2
で
説
明
し
た
。

　
ま
ず
大
藪
（
大
野
村
）
か
ら
始
め
た
い
。

　
図
3
の
よ
う
に
同
村
は
新
川
郡
一
〇
条
・
一
一
条
で
あ
る
か
ら
、
郡
の
西

端
に
想
定
さ
れ
る
条
の
起
点
か
ら
す
れ
ば
、
九
里
分
（
約
五
、
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
東
か
ら
、
一
二
里
分
（
約
七
、
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
間
に
存
在
し

た
こ
と
に
な
る
。
新
川
郡
の
西
側
は
射
水
郡
で
あ
り
、
郡
界
は
か
つ
て
常
願

寺
川
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
新
用
郡
は
後
に
三
分
さ
れ
て
西
側
が

上
新
川
郡
で
あ
っ
た
が
、
嘱
目
と
射
水
郡
は
明
治
四
四
年
測
図
（
昭
和
五
年

修
正
）
で
は
、
神
逓
川
を
境
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
～
方
で
常
願
嵜
川
の
旧

流
路
は
馳
川
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
か
つ
て
富
山
平
野
西
部
の
小
矢
部
川
と

庄
川
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
神
通
川
と
常
願
寺
川
も
河
口
を
同
一
と
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
大
藪
（
荊
）
荘
の
新
川
郡
～
○
条
・
一

一
条
は
現
在
の
常
願
寺
川
の
河
道
の
東
側
付
近
と
な
る
。

　
心
界
に
つ
い
て
、
今
～
つ
傍
証
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
古
代
北
陸
道
の
駅
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図5　越中国新川郡大藪・丈部開田地図の現地比定案

　
　
　
　
　
　
　
①

名
は
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
、
「
磐
瀬
、
水
橋
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
神
通
川
河
口
東
岸
の
東
岩
瀬
と
常
願
寺
川

河
口
東
岸
の
東
水
橋
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

『
倭
名
類
聚
抄
』
の
難
名
に
は
新
川
郡
に
「
石
勢
」
が

あ
っ
て
、
磐
瀬
と
石
勢
（
い
ず
れ
も
音
は
イ
ワ
セ
）
が

同
一
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
神
通

川
河
口
付
近
東
岸
は
新
川
郡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
先
の
上
新
川
郡
の
西
端
、
ひ
い
て
は

新
川
郡
の
西
端
の
推
定
に
等
し
く
、
大
藪
（
荊
）
荘
の

位
置
も
同
様
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
図
3
の
よ
う
な
三
本
の
川
の
流
路
の
パ

タ
ー
ン
を
地
図
上
で
探
す
と
、
図
5
に
示
し
た
よ
う
に

白
岩
川
西
岸
付
近
に
類
似
の
水
流
が
見
ら
れ
る
。
二
本

の
水
流
が
ほ
ぼ
平
行
に
北
流
し
、
か
つ
そ
の
北
側
付
近

に
北
東
流
す
る
河
道
が
推
定
さ
れ
る
場
所
は
ほ
か
に
な

い
。
か
り
に
図
5
の
よ
う
に
一
〇
条
の
西
と
一
一
条
の

東
の
ラ
イ
ン
を
推
定
す
る
と
す
れ
ば
、
新
川
郡
一
条
の

起
点
は
ま
さ
し
く
神
通
川
河
口
と
な
る
。

　
こ
の
推
定
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
荘
園
図
の
梶
波

川
は
ま
さ
し
く
白
岩
川
に
相
当
し
、
横
江
川
は
常
願
寺
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川
右
岸
の
多
く
の
水
流
と
同
方
向
で
あ
り
、
あ
え
て
論
え
ば
常
願
寺
川
の
旧

河
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
荘
園
図
北
西
方
に
描
か
れ

た
辛
女
川
は
現
在
の
常
願
寺
川
の
ル
ー
ト
の
河
州
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
付
近
に
は
北
東
流
し
た
旧
河
道
も
存
在
す
る
。
常
願
寺
川
と
同
じ
よ
う

に
、
や
は
り
河
道
が
東
に
移
っ
て
現
河
道
と
な
っ
た
庄
川
の
場
合
も
、
面
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

道
の
位
麗
に
別
の
川
（
谷
地
川
）
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
全
く
同
様
の

変
遷
を
た
ど
っ
た
常
願
寺
川
の
場
合
も
、
こ
こ
に
辛
女
川
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
の
で
特
に
矛
盾
は
な
い
。

　
こ
の
推
定
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
新
川
郡
条
里
プ
ラ
ン
の
条
の
位
量
が

判
明
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
丈
部
荘
の
推
定
も
可
能
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。
た
だ
し
丈
部
荘
の
場
合
、
条
の
記
載
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
前
述

の
如
く
で
あ
る
。

　
＝
二
条
幡
手
里
、
一
六
条
大
田
里
、
一
六
条
酒
元
里
の
三
か
里
が
、
東
西

に
な
ら
ん
で
表
現
さ
れ
て
い
る
点
が
最
大
の
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
何
ら

か
の
誤
記
が
あ
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
も
想
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
す
で
に
紹
介
し
た
中
山
案
は
、
里
単
位
で
存
在
し
た
原
図
を
写
し
た
際
の

錯
簡
を
想
定
す
る
が
、
里
ご
と
の
原
図
と
い
う
こ
と
自
体
が
ま
っ
た
く
の
想

定
で
あ
る
。
一
条
一
巻
が
現
在
の
一
般
的
理
解
で
あ
る
か
ら
、
天
平
宝
字
三

年
目
荘
園
図
に
そ
の
よ
う
な
原
図
の
存
在
を
想
定
す
る
に
は
無
理
が
伴
う
。

　
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
臨
釈
文
編
が
、
　
三
条
を
一
六
条
の
誤
記
と
し
た

　
③

解
釈
も
問
題
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
る
。
こ
の
解
釈
の
よ
う
に
理
解
し
た
と
す

れ
ば
、
　
一
六
条
の
三
か
里
が
東
西
に
な
ら
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
か
、
東
西

南
北
の
方
位
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
結
締
と
条
の
配

列
が
い
ず
れ
も
、
同
じ
越
中
国
の
礪
波
郡
や
射
水
郡
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
越
前
国
を
は
じ
め
、
条
里
プ
ラ
ン
は
、
条
と
里
の
数
え
進
む
方
向

や
坪
並
な
ど
点
前
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
単
位
で
の
共
通
方

式
で
あ
る
。
越
申
国
に
そ
の
例
外
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
荘
園
図
の

共
通
性
か
ら
見
て
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
や
は
り
、
条
の
誤
記
の
可
能
性
を
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
一
三
条
が
～
六
条
の
誤
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
な
い
と
す
れ

ば
、
西
か
ら
東
へ
一
三
条
～
一
五
条
、
な
い
し
一
四
条
～
　
六
条
が
並
ん
で

い
た
か
の
い
ず
れ
か
と
考
え
る
の
が
、
一
つ
の
可
能
性
で
あ
る
。
後
者
の
推

定
の
場
合
、
一
三
条
だ
け
を
誤
記
と
考
え
る
場
合
に
比
べ
、
二
か
所
の
誤
記

を
想
定
す
る
と
い
う
無
理
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て

も
、
大
藪
（
荊
）
荘
の
新
川
郡
一
〇
条
・
　
一
条
よ
り
は
一
～
二
条
分
（
六

五
四
～
一
三
〇
八
メ
ー
ト
ル
）
東
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
検
討

は
不
可
能
で
あ
る
。
三
か
所
の
条
数
の
記
載
文
字
は
、
い
ず
れ
も
原
史
料
に

明
瞭
に
見
え
る
の
で
、
い
ず
れ
の
可
能
性
が
高
い
と
も
い
え
な
い
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
丈
部
の
荘
園
図
に
描
か
れ
た
三
本
の
溝
に
注
目
し
た

115　（471）



検
討
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
す
で
に
検
討
し
た
よ

う
に
、
同
じ
新
川
郡
内
の
大
藪
（
大
国
村
）
の
場
合
に
も
、
川
の
表
現
が
現

地
と
の
対
応
関
係
を
考
え
る
重
要
手
段
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
本
の
水
流
が
そ
れ
ぞ
れ
連
続
的
な
表
現
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
天
平
宝
字
王
年
の
荘
園
図
が
い
ず
れ
も
、
地
形
の
印
象
を

良
く
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
丈
部
開
田
地
図
も
こ
れ
と
同
じ

傾
向
で
あ
る
こ
と
も
、
す
で
に
確
認
し
た
。

　
次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
三
本
の
水
流
が
い
ず
れ
も
「
溝
」
と
記
さ
れ
、

大
藪
（
大
里
村
）
図
の
よ
う
に
「
川
」
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
溝
」
の

文
字
は
四
か
所
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
川
の
文
字
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。
し
か
も
丈
男
舞
の
荘
園
図
に
描

か
れ
た
三
本
の
溝
の
う
ち
、
中
央
の
溝
が
里
の
途
中
か
ら
流
れ
出
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
門
溝
」
と
は
、
川
と
異
な
っ
て
、
人

工
の
加
え
ら
れ
た
用
水
路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
後
に
改
め
て
触
れ
た
い
が
、
丈
部
荘
に
は
既
墾
の
田
地
が
多
い
こ
と
と

も
対
応
す
る
。

　
そ
こ
で
、
先
に
大
藪
開
田
地
図
（
大
異
村
墾
田
地
図
）
の
位
量
比
定
を
示

し
た
図
5
に
戻
り
、
大
藪
（
大
荊
村
）
の
東
方
付
近
で
こ
の
溝
の
状
況
が
想

定
さ
れ
る
可
能
性
を
探
り
た
い
。
水
流
が
北
西
－
南
東
方
向
に
存
在
し
、
し

か
も
墾
田
開
拓
が
可
能
な
平
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
途
中
か
ら
水
流
が
発
生
し

て
い
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
実
は
、
｝
か
所
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能

性
の
あ
る
地
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
図
5
東
端
か
ら
流
れ
出
る
、
上
市
川
の

扇
状
地
の
扇
端
部
付
近
一
帯
で
あ
る
。
上
市
川
が
大
き
く
北
へ
と
流
れ
の
向

き
を
変
え
る
付
近
に
上
市
町
の
市
街
が
あ
り
、
そ
の
南
付
近
か
ら
北
西
方
へ

と
や
や
小
規
模
な
扇
状
地
が
広
が
り
、
北
西
－
南
東
方
向
の
水
流
が
い
く
つ

も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
扇
状
地
の
扇
端
付
近
か
ら
流
れ

出
る
水
流
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
端
部
付
近
一
帯
に
お
け

る
荘
園
で
あ
れ
ば
、
丈
部
開
田
地
図
に
描
か
れ
た
よ
う
な
溝
も
多
く
の
田
の

存
在
も
理
解
し
や
す
い
こ
と
に
な
る
。
地
図
上
に
お
い
て
、
溝
の
表
現
と
水

流
方
向
が
よ
く
合
致
し
、
し
か
も
荘
域
の
途
中
か
ら
の
溝
の
存
在
も
想
定
し

や
す
い
場
所
を
選
ぶ
と
、
可
能
性
が
高
い
の
は
図
5
に
示
し
た
位
罎
で
あ
る
。

こ
の
案
の
場
含
、
一
四
条
～
～
六
条
が
丈
中
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
図
5
の
位
置
だ
け
に
特
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
大

藪
（
大
荊
村
）
図
も
同
様
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
蓋
然
性
の
高
い
地
点
で
は

あ
る
。①

池
辺
彌
『
倭
名
類
聚
抄
郷
里
駅
名
考
証
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
～
年
。

②
金
田
章
裕
「
散
村
の
展
開
」
、
金
田
『
条
毘
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大

　
明
堂
、
一
九
八
五
年
。

③
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
司
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
釈
文
編
一
古
代
㎞
東
京
大

　
学
出
版
会
、
工
○
〇
七
年
。
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五
　
大
藪
（
大
回
村
）
・
三
部
荘
付
近
の
地
域
構
造

　
大
藪
（
荊
）
荘
は
白
岩
川
下
流
の
左
岸
付
近
、
語
部
荘
は
こ
れ
よ
り
や
や

上
流
側
の
自
岩
川
右
岸
に
広
が
る
上
市
川
扇
状
地
の
扇
端
付
近
に
所
在
し
た

と
推
定
し
た
。
そ
の
よ
う
な
立
地
の
意
義
や
背
景
を
探
る
た
め
に
、
こ
の
　

帯
の
地
域
構
造
の
一
端
に
ふ
れ
た
い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
構
造
と
は
事
象
の

立
地
や
配
遣
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
自
然
・
社
会
環
境
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
当
時
の
景
観
に
結
び
つ
く
主
要
な
要
素
で
も
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ら
二
荘
が
立
地
し
た
白
岩
川
流
域
は
、
越
中
国
東
部
で
は
七

世
紀
ご
ろ
の
遺
跡
や
遺
物
の
多
い
地
域
で
あ
る
と
さ
れ
、
新
川
郡
の
中
心
的

な
地
域
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
特
に
丈
部
開
田
地

図
に
標
記
さ
れ
た
寺
田
は
図
4
の
よ
う
に
広
く
分
布
し
、
合
計
三
六
町
四
段

九
十
歩
に
及
ぶ
。
三
本
の
溝
が
灌
概
用
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
～
方
の
大
藪
開
田
地
図
が
示
す
梶
波
川

と
横
江
用
の
間
は
す
べ
て
未
開
で
あ
り
、
八
年
後
の
大
賢
墾
田
地
図
の
段
階

に
至
っ
て
見
開
田
は
一
九
町
［
反
六
〇
歩
で
あ
っ
た
。
川
沿
い
で
水
運
に
恵

ま
れ
て
は
い
た
が
、
も
と
も
と
時
に
洪
水
な
ど
を
受
け
や
す
い
場
所
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
安
政
五
年
（
一
八
五
六
）
に
お
け
る

立
山
付
近
の
山
崩
れ
に
よ
る
、
常
願
肱
川
流
域
の
洪
水
か
ら
は
免
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
①

地
域
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
東
大
寺
領
と
な
っ
て
か
ら
は
、
か
な
り

開
発
が
進
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
…
方
、
三
部
開
田
地
図
の
北
西
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
古
郡
所
」
と
い

う
表
現
は
、
郡
家
の
旧
所
在
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
可
能
性
が
高
い
。

郡
家
が
近
く
に
所
在
し
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
郡
の
中
心
的
な
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　
先
に
、
『
倭
名
類
聚
抄
幽
の
郷
名
に
は
新
川
郡
に
「
石
塔
」
が
あ
っ
て
駅

名
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
新
評
言
の
郷
に
は
、
「
大
本
、

丈
部
」
が
あ
っ
て
、
両
者
と
も
に
検
討
し
て
き
た
東
大
寺
領
の
荘
園
名
と
一

致
す
る
こ
と
に
注
即
し
た
い
。
す
で
に
署
名
の
日
付
ご
と
に
近
江
国
・
越
前

国
・
越
中
国
の
荘
園
図
を
一
覧
し
て
き
た
が
、
大
藪
（
荊
）
・
丈
部
と
同
じ

越
中
国
の
礪
波
郡
四
這
お
よ
び
射
水
郡
四
荘
の
い
ず
れ
に
も
郷
名
と
同
じ
も

の
は
な
い
。
同
じ
く
越
前
国
の
三
荘
と
近
江
国
の
二
三
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
新
川
郡
の
二
荘
の
み
が
む
し
ろ
例
外
で
あ
る
。

　
近
江
國
の
水
沼
は
犬
上
川
西
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
覇
流
は
愛
知

川
河
口
付
近
の
荒
神
山
と
琵
琶
湖
岸
の
砂
碓
に
囲
ま
れ
た
内
箱
と
そ
の
周
辺

の
低
湿
地
に
位
量
し
た
。
郡
の
中
心
や
広
く
展
開
し
た
田
地
か
ら
は
、
い
ず

れ
も
縁
辺
に
お
け
る
、
地
形
条
件
か
ら
見
て
開
拓
し
残
し
の
部
分
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
越
前
国
の
糞
置
、
道
守
、
高
島
も
類
似
の
立
地
条
件
で
あ

る
が
、
や
や
状
況
は
異
な
る
。
糞
置
は
足
羽
郡
「
西
南
」
の
山
麓
部
、
道
守

は
郡
「
西
北
」
に
お
け
る
、
足
羽
川
と
日
野
川
合
流
点
と
足
羽
山
と
に
囲
ま
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れ
た
一
帯
、
高
串
は
三
里
浜
砂
丘
東
辺
の
、
砂
丘
裾
と
低
湿
地
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
郡
内
で
は
、
必
ず
し
も
好
条
件
で
は
な
い
も
の
の
、
近
江
国
の
二

例
ほ
ど
極
端
で
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
越
中
国
で
は
多
く
が
、
郡
内
の
平
野
部
で
は
む
し
ろ
好
立
地
条

件
で
あ
っ
た
。
射
水
郡
聖
算
、
鳴
戸
、
鹿
田
は
水
田
開
発
に
適
し
た
三
角
州

平
野
に
お
け
る
立
地
、
礪
波
郡
井
山
、
伊
加
流
心
（
伊
加
留
伎
）
、
石
盤
は

広
大
な
庄
川
扇
状
地
の
扇
側
部
、
礪
波
撃
発
翼
下
は
同
扇
状
地
扇
端
部
と
そ

れ
ぞ
れ
の
郡
に
お
い
て
は
相
対
的
に
好
条
件
の
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、

射
水
郡
須
加
の
み
が
小
矢
部
川
の
北
岸
に
お
け
る
河
岸
段
丘
上
で
あ
る
が
、

北
陸
道
に
近
い
位
置
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
交
通
上
の
重
要
性
を
伴
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
こ
の
推
定
と
関
連
す
る
出
土
品
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
い
ず
れ
の
荘
園
名
も
郷
と
は
別
の
名
称
で
あ
り
、
新
川
郡
の
大
藪

（
荊
）
、
丈
部
の
み
が
郷
名
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
両
隣
が
推
定
さ
れ
る
白
岩
川
付
近
が
新
川
郡
で
は
中
心
的
な
部
分
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
荘
園
図
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
丈
部
開
田
地
図
の
北
西
方
に

「
古
郡
所
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
加
え
て
「
庄
所
出
町
」
の
存
在
を
も

記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
し
か
も
大
荊
墾
田
地
図
に
は
、
一
一
条

路
田
里
北
西
隅
に
「
庄
所
」
と
記
入
し
、
そ
の
す
ぐ
北
と
北
西
の
里
名
を
い

ず
れ
も
「
三
宅
里
」
と
記
入
し
て
い
る
こ
と
も
関
連
す
る
。
条
が
異
な
っ
て

お
れ
ば
地
心
の
贈
名
が
存
在
し
た
例
は
他
に
も
あ
る
の
で
異
と
す
る
に
足
ら

な
い
が
、
こ
の
里
名
と
庄
所
の
存
在
は
、
相
互
に
か
か
わ
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
大
藪
開
田
地
図
の
段
階
で
は
未
開
で
あ
り
、
大
聖
墾
田
地
図
の
段

階
で
も
寺
田
が
一
九
町
余
で
あ
っ
た
大
里
荘
に
荘
所
が
設
遣
さ
れ
た
の
は
、

梶
波
川
の
水
運
が
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
先
の
図
5
の
よ
う
な
位
置
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
丈
部
開
田
地
図

北
西
方
の
「
庄
所
三
町
」
と
大
粟
墾
田
地
図
の
一
～
条
路
田
里
北
東
部
の

「
庄
所
」
と
は
、
描
か
れ
た
位
置
の
ま
ま
と
し
て
も
、
二
里
分
（
約
一
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
な
い
し
そ
れ
以
下
の
距
離
で
あ
り
、
条
里
プ
ラ
ン
外
の
距

離
が
不
明
で
あ
る
か
ら
さ
ら
両
者
が
同
一
の
場
所
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
丈
部
・
大
藪
（
荊
）
両
荘
の
経
営

が
か
な
り
一
体
化
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
付
近

一
帯
に
古
郡
所
、
二
か
所
の
荘
所
な
ど
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
付
近
に
は
、
丈
部
・
大
菊
三
郷
の
人
々
も
生
活
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
新
川
郡
の
中
心
的
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
新
川
郡
に
東
大
寺
領
荘
園
が
設
定
さ
れ
た
状
況

は
、
他
郡
・
他
国
に
お
け
る
場
合
と
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
更
に
強
い
て
憶
測
を
重
ね
る
と
、
丈
部
開
田
地
図
の
「
古
郡
所
」

一
帯
は
不
整
罪
な
楕
円
で
囲
ま
れ
て
い
る
点
と
、
大
当
墾
田
地
図
の
＝
条
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三
宅
里
に
半
円
状
の
「
古
川
」
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
共
通
性
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
丈
部
開
田
地
図
に
記
載
さ
れ
た
「
味

当
村
」
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
①
「
安
政
五
年
地
震
ニ
テ
山
崩
之
所
等
絵
図
」
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
）
。

穴
　
残
さ
れ
た
課
題

　
越
中
国
下
川
郡
の
大
藪
開
田
地
図
（
大
荊
村
墾
田
地
図
）
と
刑
部
開
田
地

図
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
意
を
ひ
か
な
か
っ
た
水
流
を
含
む
地

形
条
件
と
、
土
地
利
用
の
面
か
ら
現
地
比
定
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

従
来
の
比
定
案
と
全
く
異
な
っ
た
現
地
比
定
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新

川
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
の
復
原
も
条
に
つ
い
て
は
推
定
可
能
と
な
っ
た
。

　
特
に
、
丈
部
開
田
地
図
に
描
か
れ
た
水
流
が
「
溝
」
で
あ
り
、
大
藪
開
田

地
図
と
大
鑑
墾
田
地
図
に
表
現
さ
れ
た
「
川
」
と
は
全
く
異
な
る
地
形
条
件

下
に
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
新
期
郡
条
黒
プ
ラ
ン
の

復
原
が
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
比
定
の
検
討

過
程
で
判
明
し
た
。

　
し
か
し
一
方
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
べ
き
課
題
も
発
生
し
た
。
特
に
丈

部
開
田
地
図
に
お
け
る
条
の
数
値
の
誤
記
に
つ
い
て
は
、
一
四
条
か
ら
一
六

条
と
推
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
既
往
の
研
究
に
お
い
て
手
掛
か
り
と
さ
れ
た
、
「
大
江
辺
墓
」
「
味
当

社
」
「
鹿
墓
社
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
稿
で
の
検
討
の
過
程
に
お
い
て
、

検
討
対
象
に
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
象
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
郷
名
を
名
乗
る
荘
園
で
あ
る
こ
と
も
ユ

ニ
ー
ク
な
点
で
あ
り
、
東
大
寺
領
北
陸
荘
園
群
の
中
で
は
、
両
荘
は
例
外
的

存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
含
め
、
三
部
・
大
藪
（
荊
）
両
荘
を
比
定
し

た
白
岩
川
流
域
が
、
新
川
郡
の
中
心
的
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
、
植
下
の
善
所
を
め
ぐ
る
新
た
な
検
討

を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
今
後
、
両
荘
の
判
所
の
設
麗
状
況
の
検

討
も
必
要
に
な
ろ
う
。
「
古
郡
所
」
を
め
ぐ
る
郡
家
の
位
置
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
が
、
越
中
国
新
川
郡
の
有
し
た
当
時
の
地
域
構
造
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
郷
名
を
称
し
た
東
大
寺
領
荘
園
の
存
在
も
ま
た
、
越
前

国
や
越
中
国
他
郡
の
多
く
の
東
大
寺
領
荘
園
と
は
異
な
っ
た
特
性
の
一
端
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
）
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Government，　U．　S．　Congress，　and　the　anticommunist　movement　iR　Boston，

made　the　decision　to　shut　the　HRRI　down，　fire　its　director，　Raymond　Bowers，

and　put　an　end　to　the　RIP．

　　Tkereafter，　the　HURRC　began　to　prepare　a　final　report　for　tlte　Air　Force

（making　of　the　report　was　required　by　terms　of　the　contract　between　the

Air　Force　and　the　HURRC）．　Although　the　final　report　was　coinpleted　in　1954

and　the　book　titled　How　the　Soviet　System　vaorhs．P　was　published　three　years

later，　inteHectual　immobility　was　the　result．　The　main　reason　for　this

iRtellectual　“stagnation”　was　that　HURRC　researchers　could　not　offer　new

insights　into　the　Soviet　system　and　its　people　due　to　the　close　relationship

that　had　been　built　up　with　the　Air　Force　during　the　RIP；　HURRC

researchers　were　forced　to　consider　the　Air　Force’s　rather　than　researchers’

intellectual　interests．　This　“stagnatlon”　of　Soviet　Studies　at　Harvard　was，

however，　caBcelled　out　by　the　diminishing　level　of　the　human　networks　with

tlte　Air　Force　in　late　1950s．

On　the　Locations　of　Two　Estates　of　T6daiji　Temple

　　　　　　　in　Niikawa　County　of　EtchU　Province

　　　　　　　　　　　　　　in　the　Eighth　Century

by

KINDA　Akihiro

　　There　were　many　estates　of　T6daiji　temple　in　Echizen　and　Etcha

provinces　of　Hokurikud6　region　in　the　eighth　ceRtury．　Many　of　those　estates

were　drawn　on　large－scale　estate　maps　of　the　same　period．　These　estate

maps　had　a　dual　character　being　pictorial　maps　depicting　both　the　landscape

and　p｝ots　within　a　grid　pattem　for　land　registration．

　　Among　those　extant　maps　are　one　of　Echizen　province　and　seven　of　Etch“

province，　all　of　which　were　drawn　in　the　same　year一一759．　The　maps　of　759

were，　generally　speaklng，　relatively　accurate　compared　with　other　dated

examples．　SigBatures　on　those　maps　of　temple　officials　and　the　central

government　officers　in　charge　are　the　same，　although　the　governors　of　the

two　provincial　governments　were，　of　course，　differeRt．　Almost　all　the

iocations　of　those　estates，　including　those　on　maps　drawR　in　other　years，
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have　been　confirmed，　with　the　exeeption　of　the　two　in　Niikawa　cottnty　of

Etchg　province．　This　paper　attempts　to　clarify　the　location　of　these　two

estates．

　　The　names　of　two　estates　were　Oyabu　and　Hasetsukabe；　the　location　of

the　former　has　been　presumed　to　be　near　what　appears　to　be　a　tomb　mound

drawn　on　the　map，　and　the　latter　was　thought　to　be　associated　with　the

J6benoma　archeological　site．　As　for　the　former，　speculation　on　the　location　of

the　Oyabu　estate　seems　to　have　no　factual　grounding　apart　from　this　single

element　on　the　pictorial　map．　As　for　the　other，　the　presumed　location　of

Hasetsukabe　estate　was　based　on　a　newly　discovered　archeological　site．　But

the　pictorial　elements　on　the　estate　maps　include　various　features　in　addition

to　the　tomb　mound　for　Oyabu，　and　the　date　of　the　archeological　site

associated　with　Hasetsukabe　was　around　one　century　iater　tkan　the　estate

shown　on　the　estate　map．

　　The　author　previously　examined　the　locations　of　the　estates　in　other

coun£ies　in　Etchg　province，　referring　to　the　stream　pattern　drawn　oR　the

maps　in　the　eighth　century．　Almost　all　of　these　patterns　were　very　useful　in

considering　the　locations．　The　author　theR　conciuded　that　the　same　method

might　be　effective　in　discovering　the　locatioRs　of　the　two　estates　whose

locations　were　undetermined．　Fortunately，　both　pictorial　maps　have

drawings　of　streams．

　　The　map　of　Oyabu　shows　parallei　rivers　running　from　south　to　north．

ARother　river　runs　from　west　to　east　in　the　northern　part　of　the　map．　One　of

parallel　rivers，　the　one　on　the　western　side，　also　veers　to　east．　The　map　of

Hasetsukabe　has　three　waterways　running　from　southeast　to　northwest，　but

these　are　Rot　rivers　but　canals　or　ditches，　as　are　indicated　by　the　names　on

the　map．

　　The　author　was　able　to　find　those　patterns　of　rivers　or　of　canals　on　the　old

topographical　maps　from　the　end　of　the　19‘h　century．　lt　is　possible　to

hypothesize　that　the　location　of　Oyabu　may　have　been　on　the　east　bank，　in

the　region　dowRstream　from　both　the　」6ganji　River　and　the　Shiraiwa　River，

and　the　location　of　Hasetsukabe　may　have　been　near　the　mouth　of　the　Kami’

ichi　River　basin．　The　two　areas　are　not　far　from　one　another　and　were

within　the　core　area　of　Niikawa　County　in　the　eighth　century．

　　The　7’o’“ri　grid　system　used　for　land　registration　iB　Niikawa　County，　which

can　be　restored　by　the　locatioR　of　those　estates　seems　to　be　the　same　pattern

used　in　other　counties　of　the　same　province　as　well　as　those　of　many　other

provinces．　The　starting　point　of　the　numberiRg　system　of　the　jo－ri　system
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was　to　be　at　the　west　boundary　of　the　county，　whlch　is　5．9　kilometers　west

of　Oyabu．

　　The　probability　that　the　locations　hypothesized　by　the　new　method

applied　in　this　paper　are　correct　is　high，　but　there　may　stlll　need　to　be　more

investigation　in　the　field．　This　is　because　the　」’o一’ri　grid　system　drawn　on　the

map　consists　of　numbers　and　proper　nouns，　the　probability　that　numberiRg

system　can　be　restored　is　surely　high，　but　the　proper　nouns　probably　need

more　investigation．　Beside　such　general　factors，　the　estate　map　of

Hasetsukabe　iRcludes　some　written　errors　as　pointed　out　in　this　papez
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